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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期

第２四半期
累計期間

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

売上高 (千円) 684,344

経常利益 (千円) 52,154

四半期純利益 (千円) 32,862

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ―

資本金 (千円) 374,820

発行済株式総数 (株) 4,867,100

純資産額 (千円) 1,292,700

総資産額 (千円) 3,690,444

１株当たり四半期純利益 (円) 6.75

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) ―

１株当たり配当額 (円) ―

自己資本比率 (％) 35.0

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 141,213

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △230,094

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) ―

現金及び現金同等物の四半期末残高 (千円) 2,184,869

　

回次
第22期

第２四半期会計期間

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 3.55

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。なお、当社は、

前第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行っ

ておりません。

(1) 財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における資産合計は3,690,444千円となり、前事業年度末に比べ125,743千円増加いた

しました。流動資産は3,255,755千円となり、前事業年度末に比べ92,412千円減少いたしました。これは主に現

金及び預金が88,881千円、売掛金が15,201千円減少したことによるものであります。固定資産は434,688千円と

なり、前事業年度末に比べ218,155千円増加いたしました。これは主に細胞処理センターの新設工事に伴い建設

仮勘定が227,040千円増加しましたが、減価償却累計額も12,871千円増加したことによるものであります。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における負債合計は2,397,743千円となり、前事業年度末に比べ92,881千円増加いた

しました。流動負債は2,393,313千円となり、前事業年度末に比べ91,497千円増加いたしました。これは主に前

受金が179,736千円、賞与引当金が5,236千円増加したものの、未払消費税等が39,877千円、未払法人税等が

63,755千円減少したことによるものであります。固定負債は4,430千円となり、前事業年度末に比べ1,383千円増

加いたしました。これは役員退職慰労引当金の増加によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は1,292,700千円となり、前事業年度末に比べ32,862千円増加い

たしました。これは四半期純利益32,862千円の計上による利益剰余金の増加によるものであります。

(2) 経営成績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、昨年10月の消費税増税による個人消費の低迷に加え、新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響により急速に悪化しております。海外についても、同感染症拡大に伴い各国政府等によ

る営業規制を含むロックダウンが広がるなど急速に悪化しており、世界経済全体で総じて厳しい状況にあります。

　このような環境の中、当第２四半期累計期間において当社は、活動が制限される状況下ではありますが、さい帯

血採取協力施設への情報提供を継続しつつ、より多くの妊産婦への認知度向上を目的に、Ｗｅｂを通じたマーケテ

ィング活動に注力して参りました。

　この結果、売上高は、684,344千円、営業利益は、47,088千円、経常利益は、52,154千円、四半期純利益は、

32,862千円となっております。

なお、当社は、単一セグメントのため、セグメントごとの記載を省略しております。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前事業年度末と比べ88,881千

円減少し、2,184,869千円となりました。営業活動によるキャッシュ・フローは、141,213千円の収入となりまし

た。これは主に、税引前四半期純利益の計上52,154千円、前受金の増加179,736千円、未払消費税等の減少39,877千

円、売上債権の減少15,201千円及び法人税等の支払76,035千円によるものです。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、230,094千円の支出となりました。これは主に、有形固定資産の取得

221,942千円、敷金及び保証金の差入8,330千円によるものです。
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(4) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は2,357千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5) 主要な設備

当第２四半期累計期間に著しい変動があった設備は、次のとおりであります。

　当社は、細胞処理センターの新設工事を開始しており建設仮勘定が227,040千円増加しております。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 19,460,000

計 19,460,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年５月21日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,867,100 4,867,100 非上場

株主としての権利内容に
何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であ
ります。なお、単元株式
数は100株であります。

計 4,867,100 4,867,100 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年７月１日～
2020年９月30日

－ 4,867,100 － 374,820 － 259,820

　



― 6 ―

(5) 【大株主の状況】

2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社トリムメディカルホール
ディングス

大阪府大阪市北区大淀中１丁目８番３４号 4,356,100 89.50

山本 邦松 東京都文京区 86,100 1.77

名古屋中小企業投資育成株式会社
愛知県名古屋市中村区名駅南１丁目１６－３
０

84,000 1.73

森 雅徳 福岡県久留米市 62,300 1.28

若松 茂美 東京都中野区 51,800 1.06

ＳＩＮＯ ＣＥＬＬ ＴＥＣＨＮ
ＯＬＯＧＩＥＳ，ＩＮＣ．
(常任代理人 芳賀 敦子）

１１ＦＮ．１７，ＰＯＡＩＲＤ．，ＴＡＩＰＥ
Ｉ，ＴＡＩＷＡＮ，Ｒ．Ｏ．Ｃ．１００

35,000 0.72

友清 彰 神奈川県横浜市磯子区 25,200 0.52

浅井 芳明 東京都調布市 24,500 0.50

野上 大介 神奈川県川崎市宮前区 14,000 0.29

森崎 弘司 大阪府大阪市東淀川区 14,000 0.29

浦野 晃義 東京都目黒区 14,000 0.29

計 ― 4,767,000 97.94

(注) 発行済株式総数(自己株式を除く。)に対する所有株式の割合は、小数点以下第３位を四捨五入しております。

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,867,100 48,671 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 4,867,100 ― ―

総株主の議決権 ― 48,671 ―

② 【自己株式等】

該当事項はありません。
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第２四半期会計期間(2020年７月１日から2020年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(2020

年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビュ

ーを受けております。

３ 四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

４ 最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(2020年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,024,750 2,935,869

売掛金 279,182 263,980

原材料及び貯蔵品 16,130 28,007

前渡金 704 －

前払費用 27,266 23,457

その他 1,720 5,737

貸倒引当金 △1,587 △1,296

流動資産合計 3,348,168 3,255,755

固定資産

有形固定資産 106,389 322,287

無形固定資産 8,389 6,983

投資その他の資産 101,753 105,417

固定資産合計 216,532 434,688

資産合計 3,564,700 3,690,444

負債の部

流動負債

買掛金 16,863 17,467

未払法人税等 83,806 20,050

前受金 2,058,887 2,238,624

賞与引当金 38,680 43,916

その他 103,577 73,254

流動負債合計 2,301,815 2,393,313

　固定負債

役員退職慰労引当金 3,046 4,430

固定負債合計 3,046 4,430

負債合計 2,304,862 2,397,743

純資産の部

株主資本

資本金 374,820 374,820

資本剰余金 259,820 259,820

利益剰余金 625,198 658,060

株主資本合計 1,259,838 1,292,700

純資産合計 1,259,838 1,292,700

負債純資産合計 3,564,700 3,690,444
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

(単位：千円)
当第２四半期累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

売上高 684,344

売上原価 235,645

売上総利益 448,699

販売費及び一般管理費 ※ 401,611

営業利益 47,088

営業外収益

受取利息 76

助成金収入 4,990

営業外収益合計 5,066

経常利益 52,154

税引前四半期純利益 52,154

法人税、住民税及び事業税 15,885

法人税等調整額 3,406

法人税等合計 19,292

四半期純利益 32,862
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)
当第２四半期累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 52,154

減価償却費 16,047

貸倒引当金の増減額（△は減少） △290

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,236

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,383

受取利息及び受取配当金 △76

売上債権の増減額（△は増加） 15,201

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,876

仕入債務の増減額（△は減少） 603

未払金の増減額（△は減少） 3,139

未払消費税等の増減額（△は減少） △39,877

前受金の増減額（△は減少） 179,736

その他 △4,209

小計 217,172

利息及び配当金の受取額 76

法人税等の支払額 △76,035

営業活動によるキャッシュ・フロー 141,213

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △650,000

定期預金の払戻による収入 650,000

有形固定資産の取得による支出 △221,942

敷金及び保証金の差入による支出 △8,330

その他 179

投資活動によるキャッシュ・フロー △230,094

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー －

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △88,881

現金及び現金同等物の期首残高 2,273,750

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,184,869
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

当第２四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

給料及び手当 95,254千円

広告宣伝費 70,640 〃

賞与引当金繰入額 23,431 〃

退職給付費用 1,727 〃

役員退職慰労引当金繰入額 1,383 〃

貸倒引当金繰入額 320 〃

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであ

ります。

　

当第２四半期累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

現金及び預金 2,935,869千円

預入期間が３か月を超える定期預金 751,000 〃

現金及び現金同等物 2,184,869千円

(株主資本等関係)

当第２四半期累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１ 配当金支払額

該当事項はありません。

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

当社の事業セグメントは、細胞バンク事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第２四半期累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

１株当たり四半期純利益 6円75銭

(算定上の基礎)

四半期純利益(千円) 32,862

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 32,862

普通株式の期中平均株式数(株) 4,867,100

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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